
　　　加藤清正の新田開発の評価指標

新田開発面積１６，０００ｈａ（町）

○県内に占める新田の割合

新田面積
県田面積

県内の水田の２割は、清正公が造成したものである。

○新田の現在での土地換算試算

新田面積 　　　　単価
農地換算 　　　　　１６，０００ha×１００万円／１０a＝１６，０００，０００＝１,６００億円

公共用地 　　　　　１６，０００ha×６７７万円／１０a＝１０８，３２０，０００＝１兆１千億円
換算

新田を現在の公共用地として換算すると約１兆円に相当する。

○新田の石高換算

新田面積 　　　　反収
４００年前 　　　　　１６，０００ha×１．３石（２００ｋｇ／１５０ｋｇ＝１石）＝２０８，０００石＝２１万石

現在H１７ 　　　　　１６，０００ha×３．３石（５００ｋｇ／１５０ｋｇ＝１石）＝５２８，０００石＝５３万石

新田を石高にすれば、当時で約２０万石相当となる。

○新田で現在何人分の米が生産できるか？

新田面積 　　　　反収
生産量 　　　　　１６，０００ha×５００ｋｇ／１０a＝８０、０００，０００ｋｇ＝８万ｔ

　年間消費量
人数 　　　　　８０，０００ｔ÷６０ｋｇ／１人＝１、３３３，３３３人＝１３３万人

県割合 　　　　　１，３３３，３３３人÷１，８５８，５２２人＝７１．７％＝７２％

現在１人当たり米消費量は６０ｋｇ（１俵）で、新田で県内人口の約７割にあたる

１３３万人分をまかなうことができる。

○新田での米生産額

　　　　　生産量 　１両購入量　　１両換算額
４００年前 　　　　　２０８，０００石÷３石／両×１０万円／両＝６９３，３３３万円＝６９億円

・米価　１石銀２０匁（もんめ）　慶長銀　　金１両＝銀６０匁　　よって３石＝１両
・１両の現在価値 １両（江戸初期）＝１０万円

現在 　　　　　１６，０００ha×５００ｋｇ／１０a×２３３円／ｋｇ＝１８、６４０，０００千円＝１８６億円

納得：清正公は熊本の恩人

22.1%

当時の米の生産額は年間約７０億円相当になる。　　現在は単収が当時より
２．５倍増えているので約１９０億円相当になる
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